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【データ34】
Ｂ病院においてミーティングに参加した援助者は､ミーティングの最後に一言コメントをする。Ｂ病院では、
参加者の発言に焦点を当てて、できるだけプラスのフィードバックを行う。そして援助者自身の体験や思いも
８鹿児島国際大学福祉社会学部論集第35巻第２号
伝える。参加者の発言が援助者自身の振り返りを生み出しているのである。援助者の発言を聞く参加者が自分
たちの発言の意味を知ることになる。ミーティングは、当事者とスタッフの相互作用の中で、それぞれの生き
る前向きの力を生み出していく。
B病院のアフターミーティングでの発言
Ｂ病院のミーティング終了後､援助者全員の参加によってアフターミーティングが開催される｡このアフター
ミーティングでは、ミーティング参加者の発言についてそれぞれ気づいたことや解釈が行われていく。
【データ27】「私は、退院するアルコール依存症者に対して、もう飲むのはやめてくださいね。断酒してくださ
いね。としか言わなかった。退院してこんなに苦労して自分と向き合っているとは知らなかった。
もっと早くこのミーティングに参加しておけば良かった」
【データ31】「このミーティングに参加して勉強になった。ただ、まだ彼らの言っていることを全部信じている
わけではないけどね」
ミーティング参加によって、援助者（看護師）自身の変化が起きている。病棟勤務の看護師も、地域で暮ら
しているアルコール依存症者の葛藤や断酒の喜びを目の当たりにすることで今までの自分の看護を振り返り、
入院中の看護を見直そうとしていた。もう一人の看護師はまだ疑いを持っているが、しかし、病棟では見られ
ない患者の姿を見て勉強になったと言っている。この２人の看護師はその後、久里浜医療センターでの援助者
の専門研修にも参加し、患者の回復の可能性を信じる看護スタッフへと変容していった。
アフターミーティングでの援助者の審判的態度
一方で、アフターミーティングにおいて必ずしも肯定的な発言のみがみられるわけではない。
【データ18】「あんな風に言っているけど病棟では威張って全然違う態度なのよね」
【データ１９】「あの人は嘘つきでね､今日もどんな嘘をつくのかと見ていたらやはり親のことで嘘をついていた」
【データ20】「認知がはいっているからね．．」
【データ21】「病棟ではスタッフのいう事を聞かないのよ」
以上のように､ミーティングに参加しても依存症者の一面しか見ることができていない援助者も少なくない。
このような問題だけしか見られないスタッフに対して、スーパーヴァイザーは否定的に対応するのではなく、
依存症者に対するスタッフの陰性感情を理解するようにすることが大切だと思われる。そのうえで次のように
あくまでストレングスの視点でみるように気づきを促していく。
【データ35】
【データ36】
｢90分ミーティングに参加しているだけでもすごいと思わないかい」
｢確かに嘘だと思うよ。しかし、中身は良い話だったよね。彼はここで良い人物とは何かを理解し
ているのではないかなあ．．」
援助者も一回の参加のみで変容するわけではない。変化は、ミーティングへの参加を続ける中で見られるの
である。
アフターミーティングの機能
アフターミーティングでは、上記のようなスーパーバイズが行われているが、アフターミーティングが果た
す機能をまとめると、次のようになる。
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①援助者が援助者を育てる役割を持っている。
②アルコール依存症者の語りを解釈していく機能。
③若い人を育てる機能。
④職種を超えた援助者の学びあい。
⑤援助者の自己覚知。
上記のような機能がアフターミーティングにおいて実現されるためには、このアフターミーティングにおい
ても、非審判的で自由な雰囲気が必要であるように思われる。
援助者が長く援助を続けていくために必要なこと
このように､アルコールミーティングに参加した援助者が何らかの形で当事者からの学びや共感を得たとき、
次の段階としては、知識をえることが大切になる。そこで何らかの学びの場が提供されると、援助者として成
長していく。アルコールミーティングに参加して１年後に久里浜医療センターに研修に行った看護師は、その
報告会で以下のように述べた。
【データ28】「久里浜研修で依存症者の回復についてさらに学びが深まった。回復していくためには本人の自己
決定が大切になる。Ｂ病院でのアルコール依存症者への看護をがんばってすすめていきたい」
この援助者は、アルコール依存症の基本的な知識や援助者の関わりの視点､技術を学んできている。そして、
患者自身の自発的な変容可能性に焦点をあてた自主学習会に参加し始めている。このような勉強会は、自分自
身を振り返り、援助者としての成長を促していく。つまり、アルコール依存症者からさらに多くのものを学ん
でいくことにつながる。援助者としての知識から出発したのではなく、アルコール依存症者の語りを聞いてこ
ころを動かされ、そのあとに知識を身につけることにより、援助者として成長していくプロセスを辿っていく。
1993年６月にジョージ・デイスティファーノが来日し、講演したとき、依存症からの回復とは「飲まないこ
とを軸とした人間的成長のプロセス」であると語った。回復がプロセスであるならば、それを援助する援助者
の成長もまた、プロセスと言ってよいであろう。ただ、このような患者と援助者互いのプロセスをみるのでは
なく、飲まないことが回復だと思っている援助者は、以下のように語る。
【データ22】「アルコール依存症からの回復は断酒することですよね。大変だとは思いますが結局、意志の問題
ですよね。彼らは意志が弱いからうまくいかないと思うのです」
この「意志論」は、しばしば病院だけでなく、福祉現場で働くソーシャルワーカーなどからも聞くことが多
い。意志で物事をコントロールすることが可能であるという発想は依存症者を追い詰めていくことにしかなら
ない。そして、このような意志論を唱える援助者は、本音としては、一刻も早く依存症者から離れたいと考え
ていることが少なくないように思われる。
【データ23】「アルコールの患者とは関わりたくないね。あんな嘘つきはうんざりですよ」
この発言は、回復者の姿を見たことのない援助者がアルコール依存症者の心の葛藤を理解できず、なぜ、嘘
をつくのかという事に対しての解釈に至らないままになっている。その結果、上から目線で依存症を捉えて援
助者の浅薄な解釈が援助を放棄する結果となっている。
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結論
本研究では、ある精神病院内で13年間継続して実施されてきたアルコールミーティングにおける体験を中心
にして、参加者の中から特に援助者の語りを通して見えてくる援助者の変容に焦点を当てることで、援助者が
依存症医療に携わるに際し、求められる態度を明らかにすることを目的に、援助者の語りを検討してきた。
Ａセンターのいくつかの病院の中でみられた審判的態度・誤解による無理解、依存症者から学ぶ視点を持っ
ていなかった。一方でＢ病院では、援助者が依存症者に対して非審判的態度でミーティングに臨むことで依存
症者の葛藤から学んでおり、援助者は回復の可能性を信じていた。
援助者がミーティングに参加し、依存症者の声に真筆に耳を傾ける中で、「個人的にはとても耐えられないだ
ろうと想像するような大きな困難の渦中にある人々が、辛うじて生きているように他者からは見える日々をお
くりながら、それでも勇気を失わず（窪田,2013)」「再び元気を取り戻して生きている姿に出会（窪田，同上)」
い、心を動かされ、さらに援助者自身の援助を振り返るようになり、自らの変容と成長が引き起こされること
となったと考えられる。
援助者は、非審判的態度を取る事で依存症者から学び続け、回復の可能性を信じることができるようになり
援助者の成長を続けていくことができるようになると考えられる。近年は動機づけ面接(ステファン･ロルニッ
クら，2010）など新たな方法論が出てきているが、このような技法も依存症者のストレングスに着目すること
ではじめて十全な効力を発揮できるのではないだろうか。
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